
  
 

学校だより第１号 
令和６年４月８日 
武雄市立橘小学校 

   校長 坂井 文明  
 

― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

  

   

学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育の推進   ☆コミュニティ・スクールの導入促進   

 

 

                
 

 さて、１５０年目を迎える令和６年度橘小学校がスタートします。２７名の関係する職員と１３３名の児童
でのスタートです。新一年生１８名は、４月１０日の入学式にそろいます。 

心機一転（あることをきっかけとして、新たな気持ちや態度でやり直す）、新しい気持ちでやる気をもって、
「やればできる みがけば光る 一歩でも前進 続けて 続けて」児童信条の精神でがんばっていきたいと思
います。 

めざす児童像は、知・徳・体のバランスの取れた子どもです。 

「知」は、知識の知 「かしこい子」です。しっかり先生や友達の話を聞くことができて、むずかしい問題
もあきらめずに粘り強く考えることができ、進んで発表できる子どもです。 

「徳」は、道徳の徳 「やさしい子」です。だれにでも元気のよいあいさつができて、友達にはぽかぽか言
葉（あたたかい言葉）が言え、友達が困っているときは、支えあうことができる子どもです。 

「体」は、体育の体 「たくましい子」です。きまりをしっかり守って、なんでも弱音を吐かず、最後まで
一生懸命にがんばる子どもです。 

「かしこく やさしく たくましい」子どもを育てるために、「三つの和」を大切にしたいと思います。 

三つの和の一つは、「学校の友達と先生との和」です。前からの友だち、これからできる新しい友達を大切
にし、悩むときには、その友達に相談し、一緒に遊び楽しみ、先生は、勉強の専門家ですから、先生の言うこ
とをよく聞いて、たくさんのことを吸収し、明るく楽しい輝いた学校生活を送ってほしいと思います。 

二つ目の和は、「家庭との和」です。家に帰ったら、お父さんやお母さん、お姉さんお兄さん、弟や妹、お
じいちゃんおばあちゃんなどが、あたたかく支えてくれると思います。 

三つ目の和は、「地域との和」です。地域には、交通安全のお手伝いや行事などで子どもたちを支えてくだ
さるサポーターの方がたくさんいらっしゃいます。 

この子どもたちを支えていただく強力な三つの和を大切にして、「かしこく 
やさしく たくましい」子どもの育成に職員一同励んでいきます。 
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担当 氏名 担当 氏名

1 校長 坂井　文明 15 英語専科 栗林　恵佑

2 教頭 田中　真理子 16 理科専科 小宮　良基（北方小）

3 指導教諭 松江　敦一郎 17 初任研指導 大川内　加代子（久間小）

4 主任主査 石井　加直子 18 用務員 黒岩　明子

5 １年１組 武富　美奈 19 給食・図書 下釜　千佳

6 ２年１組 溝上　順一 20 学校支援員 副島　将男

7 ３年１組 樋口　結衣 21 ICT支援員 天川　詢也

8 ４年１組 坂元　政哉 22 栄養教諭 山口　直子（御船が丘小）

9 ５年１組 樋口　真里奈 23 花まる支援員 富永　真子

10 ６年１組 江原　三有紀 24 ALT メメット・アイドゥン

11 あすなろ１ 馬場　聖子 25 スクールカウンセラー 山本　章

12 あすなろ２ 松尾　いずみ 26 スクールソーシャルワーカー 中島　裕美子

13 あすなろ３ 北原　萌 27 笑顔コーディネーター 大串　美智子

14 養護教諭 久保　美有


